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企画展

平成16年 秋季企画展

新世紀 を創 る
一 京都大学の工学と貴重技術史資料 一

●期 間:平 成16年9月29日(水)～12月26日(日)

●開館 時間=午 前9時30分 ～ 午後4時30分(入 館 は4時 まで)

●会 場=京 都大学 総合博物館南棟2階 企画展示室

平成16年 秋季企画展 によせて

は じめに

総合博物館 では平成16年 の秋季企画展 として9月

29日 か ら12月26日 まで,「新世紀 を創 る一京都大学の

工学 と貴重技術 史資料一」 を開催 してい る。平成9

年の総合博:物館発 足以来,技 術 史系の企画展示 とし

て,平 成10年 の春季企画展 「福 井謙一博 士 一 その

人 と学問 一」,及 び平成14年 秋季企画展の 「近代 日

本 を拓 いた物理実験機器 一 三高 コレクシ ョンと物

理学教科書か ら探 る一」 が行 われてい るが,そ れ ら

はいわば工学の一分野であ り,工 学部全体が主体 と

なって行 うの は今 回が初めてである。企画展実行 委

員長 の高橋康夫教授(建 築学専 攻)の 周到で綿密 な

計画 の もとに本企 画展は実施 された。 なお,パ ネル

作製等 の実際的作業 は京都科学 が担当 した。

技術史資料の重要性

我が国は明治期に欧米の先進国から近代技術を摂 り

入れ,や がて独自に技術 を発展 させ,工 業製品を世

界 に輸出することで現在の経済大国となった。この

間の技術的資料を保存 し,展 示することは単に記録

的な意味以上に,我 が国が将来にわたって誇 りにで

きる遺産となるはずである。 しか しながらこのよう

な認識は必ずしも一般的ではない。たとえば,文 化

庁の 「近代の文化遺産の保存 ・活用に関する調査研

究協力者会議」の報告で も,現 代 につながる科学技

術 ・産業技術 等は,昭 和30年 代 初頭 までにその基礎

を持つ ものが多 く,こ れ らに関す る歴史資料等 につ

い ては,未 だ文化遺 産 としての認識が一般化 してい

ない ことによ り,滅 失 の危険が大 きい,と 指摘 して

い る。本企画展が技術 史資料 につ いての認識 が広 ま

る きっか け となれば幸 いである。

展示資料 は工学の一部分

ところで京都大学工 学部には,地 球工学科,建 築学

科,物 理工学科,情 報学科,電 気電子工学科,工 業

化学科が あ り,工 学の ほとん ど全 ての分野 にわ たっ

ている。 そ して技術 史資料 も各部署 で保存 されてい

る。本企画展で これ ら全ての分野 を網羅す ることは

スペース的に も現実 には不 可能 に近い。

そ こで,ま ず は,従 来か ら技術 史資料 が展示室 に

おいて展示 されてい る部署,あ るいは公 には展示 さ

れていな くて も資料があ ることが分かっているよう

な部署 を中心 に行 うこ とにな った。企画展示 はこれ

か らも行 われるので,最 初はその ような部署 を中心

にして始 め,展 示方法 などに慣れて きた ら,徐 々に

他 の部署 にも中心 になって展示 を行 って もらうのが

自然な方 法である とい う考 えか らである。いず れに

せ よ,1回 の企画展 で展示 で きるのは工学部全分野

の限 られた部分 になるこ とはや むを得 ない。
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企画展の三本柱

博物館 でいか に重要 な展示がな されよう とも,そ

れ を見に来 る人がいなければ意味 がない。 た くさん

の人が見 に来て くれて こそ,展 示 は意味 を持つ。 こ

の ことを考 える とき展示実績の浅 い技術史資料の展

示 は必ず しも有利では ない。そのため観覧者の増加

を期待 し,以 下の ような3種 類 の展示 を柱 にす るこ

とが企画 され た。

(2)先 端技術や未来の技術 の展示

現在 の先端技術や,将 来,実 用化 されることが予

想 される(開 発 中の)技 術 を展示 している。普段 は

目にす るこ とが ない これ らの実物 を若 い世代 が見て

将来 の夢 を膨 らませ,技 術立 国 日本 を支 えて くれる

ように との期待が込め られている。

(1)貴 重技術史資料 の展示

京都大学が明治30年 に創立 されて最初 に設置 され

た学科が土木学科 と機械 工学科であるように,工 学

部 は長 い歴史 を もってい る。 しか もその歴史 は我が

国が近代科学技術 国家 になった過程 とダブる。特 に

大 学創設 問 もない頃 に教育や研究 の過程で購 入され

た り製作 された りした ものは他の大学 にはない と考

え られ,京 都大学のみ ならず,我 が国に とっての技

術 史遺産 ということがで きる。なお,以 下の例 は工

学 部に保存 され てい る資料であ り,本 企画展で展示

されていない資料 も含 まれている。

(例)

リニアモーターカーの超伝 導磁石,中 が見 える燃料

電池車,音 声認識 ロボッ ト,実 際の巨大橋梁建造 に

当たって研究の ため に作 られた実物模型,白 色発 光

ダイオー ドによる照明,等 。

(例)

帝 国ホテル模型,合 成石油試料,約100年 前 に購 入

された機械 メカニズム模型,木 製蒸気機 関車模型,

学科創設 時の卒業論文,開 発初期 の計算機,ノ ーベ

ル賞 メダル,な ど。

複数の話者の声を聞き分ける

音声認識ロボッ ト

京都御所で展覧に付 された合成石油資料

(3)不 思議 な現象 を示 すお もちゃの展示 ・実演

単純 なが ら不思議 な現象 を示すお もち ゃが た くさ

ん展示 されている。 これ らは牧野俊郎教授(機 械物

理工学専攻)に よって収集 された ものであ り,物 理

科学的説明は ともか く,大 人 も子 どもも単純 に遊べ

る。遊 びなが ら 「なぜ だろ う?」 と誰 もが一度 は考

えようとする。毎土 曜 日には牧野教授 や学生 が実演

指導 している。
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(例)

水 飲 み 鳥,倒 立 ゴ マ な ど の 種 々 の コ マ,ス タ ー リ ン

グエ ン ジ ン,ヒ ー トポ ン プ,超 伝 導 磁 気 浮 上,ペ ッ

トボ トル 噴 水,長 安 の 徳 利,ふ く射 風 車 等,多 数 。

展 示配置

本企画展示場 には中央 にお もちゃの コーナーがあ

り,そ の周囲に各分野 のコー ナーがあ るとい うユ ニ

ークな配置 にな っている。実 は,こ の コーナーに環

状的 に工学の原理 的なお もちゃを配置 し,そ れに関

連す る分野の展示 を放射状 に配胃 し,お もちゃか ら

自然 に関連の工学へ つなが る ようにす る,と い うの

が最初の 目論見であった。 お もちゃ と各分野 とはか

な らず しも繋が らなか ったが,実 際 にはお もちゃコ

ーナーは大変人気があ り,結 果 としてこれで よか っ

たのであろ う。

水飲み鳥 とミニ蒸気機関車

展示は以上 の3つ を基本 に しているが,こ れ ら以

外 にも面 白い企画が ある。

本 企画展 は大 人向けの展示 ばか りではな く,若 い

世 代 に も見 て もらうこ とを特 に意識 して企画 され

た。詳 しい原理 は分か らな くて も,不 思議お もちゃ

や(近)未 来技術 が若い世代 の知 的好奇心 を刺 激 し,

それが将 来,技 術立 国 日本 を支 える原動力になれば,

この企画 展は成功であ ると考 えてい る。

(京都大学総合博物 館助教授 城下荘平)

漫 画 日 記

「ど の 展 示 が 一 番 印 象 に 残 り ま した か?」,「 一

番 面 白 か っ た と思 う体 験 お も ち ゃ は?」 な ど の ア ン

ケ ー トに 答 え て い く と,最 後 に 自 分 の 観 覧 日 記 が 完

成 し,プ リ ン トア ウ ト し て 持 ち 帰 る こ と が で き る 。

イ ン タ ー ネ ッ トで 擬 似 体 験 す る こ と もで き る 。

http://www.comicdiary.com

長方形詰 め込みパズル

で きるだけ隙間な く寸法 の違 う長方形 を枠の中 に

詰 めるよ うにす る木製の詰 め込みパ ズルが展示 して

ある。 その側 にパ ソコンがあ り,ク リックす ると膨

大 な組 合わせがあ る中で 「レク太君」が適切 な答 え

を示 して くれ る(た だ し最善 とは限 らない)。

「レク太君」の解答途中経過
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平成16年 秋季企画展

関連 イベン ト

月 口

10月2日 ～12月25日 の

毎週土曜 日に開催

10月16日

ll月20日

12月ll日

12月4日 ・11日

18日 ・25日

曜 口

土

土

土

イ ベ ン ト

工学 の智恵 ・遊 び 夢 を育む"お もち ゃ"

えっ?こ んなの も あ り なんですか?

大学で化学者の体験をしてみよう

100年 前 ならノーベル賞

一 霧箱で放射線 の飛跡 を見 よう 一

担当教員

京都大学工学研究科

機械物理工学専攻

牧 野 俊 郎 教授

材料化学専攻

松原誠二郎 助教授

附属量子理工学研究

実験センター

神 野 郁 夫 助教授

公開講座

新世紀 を創 る
一 京都大学の工学 と貴重技術史資料 一

学術情報メディアセンター北館にて開催。

10月9日(土)「 京都大学の工学 一 その技術 的貢献」

京都大学総合博物館 助教授 城 下 荘 平

10月16日(土)「 水飲 み鳥 とヒー トパイプ ー 熱 力学の可視化 ・工学の智恵」

京都大学大学院工学研究科機牢戒物理工学専攻 教授 牧 野 俊 郎

10月23日(土)「 京都大学の貴重技術史資料 一 その保存 ・活用 をめ ぐって」

京都大学大学院工学研究科建築学専攻 教授 高 橋 康 夫

10月30日(土)「 新世紀 の社会 ・暮 らしと情報技術革命」

京都大学大学院情報学研究科社会情報学専攻 教授 田 中 克 己
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公開講座

レ ク チ ャ ー ・シ リ'一 ズ30回 目 開 催

平成16年12月12日,総 合博:物館 「恒例」の レクチ

ャー ・シ リーズが30回 目を迎 えた。 レクチ ャー ・シ

リーズは,平 成14年7月6日,客 員教授 として総合博

物館 に滞在 されていた大韓民 国慶北学校 自然科学大

学生物学科教授 ・朴 宰弘先 生の 「畿陵島 の植物 と山

菜」 とい う講演で始 まった。韓 国植物分類学の第一

人者であ り,流 暢 に日本語 を語 られる先生 に一般市

民 向けの講演 をお願い した ところ快 くお引 き受 け く

だ さったのが きっかけである。

博物学 的研究や,そ れ を行 う博物館の重要性 が,

社 会 に認知 され てい ない ことは,「 博物館行 き」 と

い う言葉が あるこ とか ら容 易 に推察 され る。展示が

静 的 に見 えるこ と,貴 重な学術標本資料 もお蔵入 り

した古 くさい もの とい う皮 相的な理解 に基づ く,し

か し根深 い誤解が社会 にはある。実態 はこのような

先 入観 とは全 く逆で,博 物館 では,貴 重 な学術 標本

資 料 を研究 ・教育 に使いやすい状態 に維持す るため

に恒常 的にメ ンテナンスが行 われ,そ れを もとに活

発 な研究 ・教育活動が なされている。 また,博 物館

か ら研究者達が世界中 に出かけ,調 査 ・収集活動 を

精 力的に行 っているのである。

総合博物館で は,組 織が発足 した平成9年 か ら,

博物館 に まつ わるこの ような誤 った イメージを打破

す るための方策が練 られ,対 策の一つ として,平 成

12年 に竣成 した総合博物館 自然史常設展示場 には,

約50名 収容 の円形劇場が設置 され ミューズラボと名

付 け られた。 ミューズ ラボは,著 名な研究者が最新

の博物学 的研究 について親 しく一般市民 の人 たちに

レクチ ャー し,博 物学の楽 しさや博物館 の重要性 を

積極 的に一般市民 に情報発 信する拠点 と位置づ けら

れた。

最初の レクチ ャーには,一 般市民25名 を含 む40名

ほ どの参加者が あ り,客 席の半円形ベ ンチが ほどよ

く埋 まった。先生の講演内容 については,ニ ュース

レターno.13に 記録があ るので省 略す るが,ミ ュー

ズ ラボ とい う舞台仕立て と朴先生 の絶妙 な話術があ

い まって,大 変 な好評 を博 し,一 般参加者 か らは継

続 の希望が多 く寄せ られ,二 度 ・三度 と回を重 ねて

30回 に至 った訳 である。下 に30回 の レクチ ャー ・シ

リーズの記 録 を掲載 してお く。

レクチ ャ ー ・シ リーズ の案 内 ビラ に は,当 初

"h
onzo-e"と い うサ ブタイ トルが控 え 目に書 かれて

いた。 これは,市 民が こぞって希有 な物産 ・自然物

を自慢 し合 った江戸時代 の博物学 ブーム にあやかっ

た もので,博 物館 を生 き生 きした場 に したい との夢

が込め られた ものであった。最近で は,こ のサブタ

イ トル は外 されている。 回を重 ねることによって夢

に近づ きつつあるとの心証 を得た ことが理由である。

回を重ね るに従 って多様 な興味 を もつ人々が参加

され るようになった。 そこで,レ クチ ャーの話題が

特定の分野 に偏 らない よう心が けたが,30回 の レク

チャーのテーマは,動 物,植 物,農 学,魚 学,地 球

科学,古 生物学,考 古学,リ モ ー トセ ンシングな ど

幅広い分野 にまたがるこ ととなった。 また,ビ ラに

は,レ クチ ャーごとに,ど のような年齢,興 味 の人

をターゲ ッ トとするかを明記 して,案 内 を受 け取 っ

た人が参加す るか どうか判断 しやすい ような工夫 も

施 した。 「ジュニア ・レクチャー」,「 シニア ・レ

クチ ャー」 とい った対象年齢が はっ きりわかるサブ

タイ トル,さ らには,学 習意欲 の とりわけ旺盛 なグ

ループ向 けの,大 学の集 中講義 レベ ルの高度な内容

の 「とってお きレクチ ャー」 な どであ る。

さらに,今 年 に入ってか らは,企 画展 と連携 した

レクチ ャー も開催 する ことがで きた。具体的 には,

フィール ド科学教 育研究 セ ンターが主担 された平成

16年 春季企画展 「森 と海 と里 のつ なが り一 京大 フィ

ール ド研 の挑戦一」 開催 の折 り
,フ ィール ド研 の先

生方の協 力 を得て,レ クチ ャー と展示 ガイ ドを組 み

合 わせ た 「レクチ ャー ・ガイ ド」 を6回 開催 した こ

とであ る。先生方の献 身的努力 に よって毎回午前 ・

午後の2回 レクチ ャー とガイ ドを敢行 した。 と りわ

けその多 くが夏休 み に開催 とい うこ ともあ って多 く

の参加者 を得 ることがで き,レ クチャー ・シリーズ

のフ ァンが一挙 に増 えるこ ととなった。 こうして,

試行錯誤 しなが らも回 を:重ねるご とに レクチ ャー ・

シ リーズ はその開催手法 や提供 される話題 に広が り
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や深み をつけなが ら進化途上 にあ る。

レクチ ャー ・シ リーズには遠方の大学 や研究所,

企業等 か ら講 師をお願い してい る。幸 い今年度 は,

文部科学省お よび京都府か ら,そ れぞれ,生 涯学習

機会や小 中学生 の学習機会 を提供 する趣 旨の事業委

託 を受ける ことがで きた。 そこで,レ クチ ャー ・シ

リーズのい くつかにつ いては,こ れ らの委託事業 の

一環 と して開催 し,先 生 をお呼 びす るの に,あ るい

は レクチ ャーの準備 ・開催 にお手伝いいただ く学生

諸君 に多少報 いるこ とがで きるようにな った。 レク

チ ャー ・シリーズをは じめ とす る総合博:物館 の社会

に向 けた活動 に対 して国や地方 自治体か らの認知 を

い ただきつつある ことは大変 うれ しい ことである。

館 に義務づけ られた業務 ではな く,し か も原則土

曜 日(時 には 日曜 日開催)の 行事である。開催 に際

しては,ほ ぼボ ランテ ィアで講演 いただ くス ピーカ

ーの諸先生 には大変甘 え させ ていただいてい る。教

員 だけで な く土 日出勤 の事務職員,あ るい はお手伝

い くださる学生 さんたちに とって もか な りの負 担 を

かけてい る。 また,広 報 について も京都 大学広 報課

の職員の皆 さんや京都大学 の記者 クラブの皆 さんに

ず いぶ ん甘 えさせていただいている。有 り難い こと

には,皆 さんには趣 旨 をよ く理解 して くださ り,ご

協 力いただいてい る。おかげで最近 では レクチ ャー

・シリーズに何度 も参加 して くだ さる,い わゆるリ

ピー ターの方が増 えて きた。 シニアの方 々,ま た小

学 生 ・中学生の親子連れの方々な どで,毎 回楽 しそ

うにレクチ ャーを聴かれ,ま た時には鋭 い質問 をさ

れ,レ クチ ャーを盛 り上げていただ き,打 ち解 けて

聴 講で きる雰囲気が醸 し出 され,初 めて参加 の人た

ちもやがて リピーター となられ る触媒 の役 目を果 た

していただいている。

10月19日 には京都新 聞の読者の欄 に,リ ピー ター

の女性 の方か らの投書が掲載 された。一部 を抜粋 さ

せ ていただ く。 「最初 は植物の話 しで興味津 々,私

に もわか った……先 日の レクチ ャーシリースno.26

「碩学 ・貝 を語 る」 もお もしろ く楽 しかった。……

京大 なんて とても近寄れないと敬遠 していたけれ ど,

どの レクチ ャー も勉強 にな り……分か りやす く話 し

て くださると,何 でだろ う?ど うして?と い う謎が

解 けてい った。そ して,学 習す るこ との大切 さに気

付 いた。 人間死ぬ まで勉 強,生 涯学習だ。好奇心 と

少 し学 びたい気持 ちと健康 であれば,チ ャ ンスが多
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い世の中だ……」。 レクチ ャー ・シリーズに関わっ

て きた全 ての関係者 に対す るお褒iめの言葉 として有

り難 く受 け させ ていただ くとともに,総 合博物館 に

おいて,こ れか らもチャ ンス を広げる レクチ ャー ・

シリーズ を開催 し,参 加 され る皆 さんの ご期待 に応

えてゆ きたい。

レ ク チ ャ ー ・シ リー ズ

第1回 「欝陵島の植物と山菜」

スピーカー:朴 宰弘先生(大 韓民国慶北学

校自然科学大学生物学科教授)

平成14年7月6日(土)

第2回 「7億 年前,地 球 は凍結 した?」

ス ピー カー:川 上紳一先生(岐 阜大学教育学

部地学助教授)

平成14年10月26日(土)

第3回 「未知 なる生物の宝庫一 メイオベ ン トス」

ス ピーカー:白 山義久先生(京 都大学大学 院

理学研究科教授 ・附属瀬戸臨海

実験所所長)

平成14年ll月30日(土)

第4回 「ヒマ ラヤ高 山の温室 をつ くる植物 、セーター

を着 る植物」

ス ピーカー:大 場 秀章先生(東 京大学総合研

究博 物館 ・教授)

平成15年2月22日(土)

第5回 「Downtotherootoftheanimals(化 石 か ら解

き明 か す 多 細 胞 動 物 の 起 源)」

(英 語 ・日本 語 翻 訳 付)」

ス ピ ー カ ー:M.A.フ ェ ド ンキ ン先 生(Prof.

M.A.Fedonkin)(ロ シア 科 学 ア カ

デ ミ ー ・古 生 物 学 研 究 所 教 授)

平 成15年3月15日(土)

第6回 「地下生物圏の秘 密 を探 る」

ス ピー カー:北 里 洋先生(海 洋科学技術セ ン

ター固体地球統合 フロンテ ィア

研究 システム ・地球 システム変

動研究領域 ・領域長)

平成15年3月29日(土)
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第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

「原人の世界」

ス ピーカー:山 中一郎先生(京 都大学総合

博物館 ・館長)

平成15年4月26日(土)

「ArchitektenundGartnerimMikrokosmos

(大型有孔虫 ・熱帯 の庭師 に して建築家)」

(ド イツ語 ・日本語通訳付)

ス ピーカー:ヨ ハ ン ・ホーエネ ッガー先生

(Prof.Dr.JohannHohenegger)

(ウ ィー ン大学古 生物 学研 究

所 所長)

平成15年5月18日(日)

「ラ ンビルの森 一 熱帯雨林 の生物学 一」

ス ピー カー:永 益英敏先生(京 都 大学総合

博物館 ・助教授)

平成15年5月31日(土)

「化学の 目で見た生態系 一 ア リの社会 と熱

帯雨林生物共生系 を中心 に一 」

ス ピーカー:山 岡亮平先生(京 都工芸繊維

大学応用生物学科教授)

平成15年9月27日(土)

「コウモ リの生態」

ス ピーカー:林 良恭先生(台 湾 ・東海大学

・副教授)

平成15年11月1日(土)

「メコン川で オオナマズを追 いかける」

ス ピー カー:荒 井修亮先生(京 都大学大学

院情報学研 究科 ・助教授)

平成15年11月29日(土)

「日本 人 と木材 、つ きあいの歴 史」

ス ピーカー:鈴 木三男先 生(東 北大学総合

学術博物館館長)

平成15年12月3日(土)

「今西錦司の遺業一新 たな展望」

ス ピーカー:パ メラ ・アスキス先生(カ ナ

ダ ・アルバ ー タ大学教授,京

京都大学

都大学総合博 物館 客員教授)

平成16年1月7日(水)

第15回 「マダガスカルの爬 虫類 とその多様性 」

ス ピーカー:疋 田 努先生(京 都大学大学

院理学研 究科 ・助教授)

平成16年2月8日(土)

第16回 「京都大学 の所蔵 する鉱物標本 の整理 ・登録

とデータベース作成 まで」

ス ピーカー:豊 遙秋先生(元 工業技術 院

地質調査所地質標本館館 長)

平成16年3月27日(土)

第17回 「琉 球列島の化石鳥 類相の研 究 ～ 化石 か ら

探 る、生態系 の過去一現在一未来～」

ス ピー カー:松 岡 廣繁先生(京 都大学大

学院理学研 究科 ・地質学鉱物

学教室 助手)

平成16年4月24日(土)

第18回 「日本人 と森」

ス ピーカー:竹 内典之先 生(京 都大学 フ ィ

ール ド科学教育研究 セ ンター

教授)

平成16年6月5日(土)

第19回 「森 林生態 系の しくみ 一 水土保全機 能につ

いて」

スピーカー:徳 地直子先生(京 都大学 フィ

ール ド科学教育研究セ ンター

助教授)

平成16年7月10日(土)

第20回

第21回

「魚 の赤 ちゃんの大冒険」

ス ピーカー:田 川正朋先生(京 都大学 ブ イ

ール ド科学教 育研究 セ ンター

助教授)

平成16年7月31日(土)

「森 からの宅配便」

ス ピーカー:芝 正 己先生(京 都大学 フィー

ル ド科学教育研 究セ ンター助
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第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

教授)

平 成16年8月7口(十)

「若狭の海 の水中散歩」

ス ピーカー:益 田玲爾先生(京 都大学 フ ィ

ール ド科学教育研究セ ン ター

助教授)

平 成16年8月14日(土)

「無用の用"自 然?環 境?森 の働 き?"」

ス ピーカー:中 島 皇 先生(京 都大学 フ ィ

ール ド科学教育研究セ ンター

講師)

平成16年8月21日(土)

「植物 を求 めて中国秘境探検」

ス ピーカー:内 貴章世先 生(大 阪市立 自然

史博 物館学芸 員)

平成16年9月18日(土)

「南極 から見た地球環境」

ス ピーカー:石 川 尚人先生(京 都大学大学

院人 間 ・環境学研究科)

平成16年9月25目(土)

「碩学 、貝 を語 る」

ス ピーカー:鎮 西清高先生(京 都大学 名誉

教授)

日時=平 成16年m月9日(土)・10日

(口)

「鳴 き声 で野生の ジュゴンを探 そ う!」

スピー カー:新 家富雄先生(株 式会社 シス

テム インテ ック 研 究セ ンタ

ー主幹研究員)

日時:平 成16年10月16日(土)

「イルカの音 の世界」

ス ピー カー:赤 松 友成先生(独 立行政法 人

水産総合研究 セン ター水産工

学研 究所 ・k任研究官)

日時:平 成16年11月13日(±)
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第29回 「日本の 力工ル」

ス ピーカー:松 井正文先生(京 都大学大 学

院人間 ・環境学研究科教授)

日時:平 成16年12月4日(土)

第30回 「貝の考古学」

ス ピーカー:山 中一郎先生(京 都大学総 合

博物館 ・館長)・ 田中政之先

生(大 手前大学)

平成16年12月12日(日)

第18回 のス ピーカー竹内先生。 レクチ ャーの後,

春季展のガイ ドツアーを してい ただいた。

第26回 。二 日連続 で開催 。ス ピーカーの鎮西清高

先生 に大学院並の内容 を分か りやす くかみ砕 いて説

明 していただいた。 ノー トが取 れるよ うこの回 はセ

ミナー室 で開催 。
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京都大学総合博物館

標 本 デ ー タベ ー ス の構 造

1.は じめに

周知の ように,日 本の博:物館は諸外 国の博物館の

ように十分 な数 の学芸員 を配置 している例 はほ とん

どない。そ こで,博 物館 に収蔵 されている標本 を効

率 よく活用す るために,コ ンピュー タを活用すべ く,

多 くの博物館で は収蔵標本のデー タベ ース化が進め

られている。 しか し,標 本 と種名 は直接関連付 け ら

れている従来型の博物館 デー タベ ースシス テム(図

1)は,簡 便 にデー タベースが構築 で き,当 該分野

における分類検索 には非常 に効率的であ る反面,異

分野 の標本 を同一 システムで取 り扱 えない とい う欠

点 を有す。

そ こで,標 本 と種 に対 し個別IDを 付与す るこ とに

よ り,異 な る複 数の分野 のデータを入力 して も安定

的 に動作す るデー タベ ースの構築 を目指 し,京 都大

学総合博 物館標本 デー タベ ース型デー タベースシス

テム(以 降KUMC型DSと 称する)を 開発 した。

図1従 来 型標 本 デ ータベ ース の概念 図。 標 本 と種 名 は

同一 テ ーブル に記述 され る。標本 か ら発生 した標本 番号

と標本 関連 情報 を,種 名 か ら発生 した分類 コー ドと分類

学 的情 報 を関連 付 け る。

2,従 来型 データベ ースの問題点

図1で 示す ように,標 本 に名称であ る種名がある

の は分野 によらない。 ところが何 を一つの標本 とみ

なすか,も しくは何 を一つの種類 とみなすかは強 く

分野 に依 存 している。 その問題点 を要約 する と

① 標本 の場合 では,「 どの ような単位 を」一 つ

の標本 とみなすかは強度 に分野依存的である。

例 えば,魚 類液浸標 本ではバケツな どに入 っ

ている複数個体 を一つの標 本 とみなすが,植

物 さ く葉標本で は個体 の一部 である一枚の さ

く葉 を一つの標本 とみなす。

② 種名の場合 では,「 どの ような単位 に対 して」

一つ の名前 をつけるかは強度 に分野依存 的で

あ る。例 えば同 じ岩石系標本 で も,岩 石学的

記載 によれば特定 の鉱物 の組み合 わせ に対 し

て一つの岩石 名 をつ けるが,鉱 物学的記載 に

よれ ば一つの名称が与 え られるの はその岩石

中の一部 にす ぎない。

異分野統合型データベ ースで は①,② のいず れの

場合 において も,各 分野で記載 されている一つ の標

本,一 つの種 を等価 とみ な してデ ータベースを構築

しなければな らないが,従 来の システムでは,全 て

の分野 において記述 されてい る一つの標本 の概念,

一つの種 の概念 を等価 とみ な してデー タベ ースを構

築するこ とは きわめ て困難であった。そのこ とが こ

れ まで分野横断型標本デー タベースの構築 が困難 と

されて きた理 由であ る。

そこで,KUMC型DSで は後述の ように一つの標

本,一 つの種の単位 を決定 し,デ ー タベ ースを構築

した。
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3.KUMC型DSの 原則

KUMC型DSは,以 下の原則 に従 う。

デ ー タベース内では,

1.標 本 と種名 にはそれぞ れ独 立のIDを 付与

し,完 全分離 して管理 す る

2.標 本 につ け られ た固有IDに は標本 にかか

わる固有情 報のみ を関連 させ る

3.種 名 につ け られ た固有IDに は種 にか かわ

る固有情 報のみ を関連 させ る

4.標 本 につ け られ た固有IDと 種 名 につ け ら

れた固有IDを 基 準 にデー タベース を運 用

す る

称単 位」と記 述すると,自 然界にあるいかなる物質

も一一つ も しくは複 数の名称単位 に属 している とする

こ とが出来 る。KUMC型DSで は この一 つの名称単

位 に対 して,ひ とつの種IDを 与 える。

この場合,分 野(分 類方式 〉によって は,一 つの

種IDが 別の種IDの 部分集 合であ る場合が考 えられ

るので,種IDの 示す領域 は厳密 に記述 され、IDが

割 り振 られる必要があ る。なお,デ ー タベ ース内 に

登録 されている種IDに は,後 述す るような種 に関す

る一般 的情報のみが関連 している。そのため,既 存

の他の標本 デー タベ ースとは異な り,対 応標本が な

くとも,種IDの 登録が可能である。

KUMC型DSに お けるひ とつの標本

自然界の物質は,標 本 として記載 される まで,複

数の異 なる記載 が行 われる可能性があ る。 ここで仮

にある物質が一つの標本 とな りうるにたる条件 を満

た している事 を一つの標本 にな りうる可能性 とい う

意味で 「標本単位」 と記 述する と,自 然界 にあ るい

かなる物質 もひとつ も しくは複 数の標本単位で構成

されているとする ことが 出来 る。KUMC型DSで は,

1つ の標本単位の物 に対 し,一 つの標本IDを 与 える。

標本の採集者が,そ の属す る学問領域 の慣習 に従

い物質 を 「標本」 として採集 して きた場 合,そ の学

問領域の標本単位 を満 たす ように標本 を採集 し,そ

の記載 を行 うが,採 集 の方式 によっては他 の標本単

位 を満 たす ような採集(岩 石標本 として採 集 された

物が鉱物標本 と して記載 される場 合など)が 行われ

る場合 も少 な くない。

一つ の標本IDに 対 し
,異 なる複数の分野の種ID

を付加 することが可能 なKUMC型DSで は,採 集者

の属する学 問領域 を超 えての標本の記載 とその記載

情報のデー タベ ース化が可能であ るため,一 つ の標

本の分野横 断的利用 を可能 にす る。ただ し,標 本管

理 ・運用上の混乱 を避 けるため,KUMC型DSを 多

分野対応型標本デー タベ ース として運用す る場 合,

いかなる標本 も,特 定 の標本IDが どの標本 の どの範

囲に対 して与 えられたか を厳密 に記述 して,IDを 割

り振 る必 要があ る。

4.KUMC型DSの 構 造

上記の原則 にの っとり,KUMC型DSで は,デ ー

タベ ースに登録す る物(標 本)に は,個 別の識 別番

号 を割 り振 る(こ れ を標本IDと 呼ぶ)。 また,デ ー

タベースに登録 され る種類(種 名 ・岩石名 など)に

は,個 別の識別番号 を割 り振 る(こ れ を種IDと 呼

ぶ)。 標本 は標本IDと のみ,種 名 は種IDの み と直接

関連 し,標 本IDと 種IDか らなる共通テーブルを構

築す る(図2)。

図2KUMC型DSの 概念 図。KUMC型DSで は標本 は まず

標 本 単 位 に,種 名 は名称 単 位 に区 分 され る。 標 本 単位

と標 本ID,名 称単 位 と種IDの 関係 は 分野 非 依 存 で決 定

して い るの で,標 本IDと 種IDか らな る分 野 非依 存 の共

通 テ ー ブル が 構築 で きる。 標 本 関 連 情 報 は標 本IDと 分

類 学 的情 報 は種IDと そ れぞ れ 関連 付 ける こ と に よ り,

登 録 され てい る全 情 報 を検 索 す る こ とが 可 能 とな る 。

KUMC型DSに お けるひ とつの種

生物の種名の ように,あ る分野 において定義 され

た再現可能な形 で分類 された特定の グループ を 「名
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デー タベ ース内の全 ての情報管理 をこの共通 テー

ブル を中心 におこなうこ とで,標 本や種 は分野横断

的 に利用 で きる。次 に,標 本の特性 によ り発生す る

情 報は標本IDと,種 の特性 により発生す る情報は種

IDと 関連付 けを行 ない,リ レーショナルデー タベー

ス システムの方式 を用 い,デ ータベース を運用す る

(図3)。

KUMC型DSで は,デ ー タベース内に登録 されて

い る物 は全て必 ず1つ の標本IDを 保有 し,登 録 され

た物の どの範 囲がそのIDに 含 まれるかは登録が行 わ

れ た ときに決定 される。

データベース内で一 つの標本IDが 他の標本IDの

部分集合であ ることは妨 げない。 また,複 数の標本

の一部 に対 して新たな標本IDを 付与することも可能

である。

有効 な情報の検索 のためには一つの標 本IDに 対 し

て,最 低1つ の種IDが 対応す ることが望 ましいが,

標本IDの みを登録 し,種IDと の関連付 け を行 なわ

ない ことも可能であ る。

標1本10に 闘連 する情報 標本IDと 直接関連付け

られる情報は,標 本の管理に必要な情報(た とえ

ば,標 本の保管場所、標本の採集者 ・採集場所な

ど)と 標本の運用に必要な情報(掲 載論文,標 本

番号,化 学組成,遺 伝学的情報など)で ある。

種10に 闘連する情報 種IDと 直接関連付けられ

る情報は,種 に関する分類学的情報(属 名,科 名

など),種 の共通的特性 に関する情報(分 布域の

気象条件,形 成条件)で ある。

データベースか らのデー タの検索 は

① 種名等の種IDに 関連する情報 を種IDか

ら検索する

② 共通 テー ブルか ら種IDと 標 本IDの 相互

関係 を検索 する

③ 標本 の保 管場所等 の標本IDに 関連す る

情報 を検索 する

の3つ を適宜組み合わせ る ことで実現す る。

図3　 京都 大学 総合博 物 館標 本 デ ータベ ース にお けるKUMC型DSの 運用 模式 図 。 標 本

lDと 種IDか らなる共通 テ ー ブルに対 し,標 本 管理 に必 要情 報 をまとめた 「管理 支援 情報

テー ブル」標 本 の活用 に必要 な情 報 を まとめ た 「研 究支 援情 報 テ ーブル 」 を設 け,よ り

運 用 しや すい シス テム と した もの であ る。 なお,図2で 述 べ る ところの標 本 関連情 報 を

「標 本 の管 理 に必要 な情 報」 と 「標本 の運 用 に必要 な情 報」 に,分 類 学 的情報 を 「種 に

関 す る分類 学 的情報 」 と 「種 の共 通的 特性 に 関す る情報 」 に分割 し,管 理 支援 情報 テー

ブル と研 究 支援 情報 テ ー ブル に分 配 してい る。
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5.ま とめ

これ まで多 くの博物館 などで構築 されて きたデー

タベースの限界を超 えて,KUMC型DSは 異 なる分

類体系で記述 されている標本 を分野横 断的に同一 シ

ス テム下で管理す るこ とを可能 と した。 また,そ れ

に付 随 して,未 記載標本 の登録や(標 本が紛失 した

場合 など)標 本が ない状況下で も種名の登録 を行 な

うことが可能になった。 これは,標 本の分類 ・記載

に関連 して新 たに標本単位 と名称単位 の概念 を創造

し,そ こか ら標本ID,種IDを 創生 し,標 本 に関わ

る情報 とその分類 ・記載 に関わる情報 を個別符号化

して管理する システムを構築 したこ とによ り実現 し

た ものであ る。

さらに,こ の物 と分類 ・記載学 的情報 の個別符号

化 により,KUMC型DSは 以下 の状況 にも対応で き

る システム となった。

1.同 一標 本の分 野横断 的活用 とその支援

2.分 類学の進歩 に伴 い発生す る分類項 目の分割

・新設 ・統廃合

なお,KUMC型DSの 運用 と して,上 記二点お よ

びそれに付随す る問題が挙 げ られるが,こ れは稿 を

改めて詳細 に議論 され るべ きであると考え割愛 した。

(神戸大学 自然科学研究科研 究生/京 都学 園大学非

常 勤講師 坂元 尚美)

京 都 大 学 総 合 博 物 館 日 誌(平 成16年7月 ～ 平 成16年12月)

7月3日 第15回 公開講座(6/12,6/19,6/26)

7月10日 レクチャー ・シ リーズno.19「 森林生態系の しくみ一水土保全機能 について」

7月11日 「竹 の クラ フ ト・アーティス トニ人競演」 クラフ ト実演

7月16日 第82回 教 員会議

7月22日 総合博物館 ・人文研 アカデ ミー特別 セミナー 「ジャズ と表現」

7月23日 ～25日 「割 り箸細 工」 実演

7月31日 レクチ ャー ・シ リーズno.20「 魚 の赤 ちゃんの大冒険」

8月7日 レクチ ャー ・シ リーズno.21「 森 か らの宅配便 」

8月7日 外 国人共同研 究者 マルセロ ・サンチェスー ヴィラグラ氏(ド イツ ・チュービンゲ ン大学動物

学講座助教授)来 学

8月14日 レクチ ャー ・シ リーズno.22「 若 狭の海 の水中散歩」

8月20日 外国人共 同研究者 マル セロ ・サ ンチ ェスーヴ ィラグラ氏帰国

8月21日 レクチ ャー ・シ リーズno.23「 無用の用"自 然?環 境?森 の働 き"」

8月25日 ～8月29日 夏休 み学習教室(第4回)

8月25日 「カ リンパ ・カ リンパ ・カ リンパ」実演

8月26日 運営委員会委員懇談会

8月26日 ～29日 「割 り箸細工」実演

8月27日 「森 と里 と海 のつながりを奏で る」尺八実演

8月29日 平成16年 春季企 画展 「森 と里 と海のっ なが り一京大 フ ィール ド研の挑戦 一」終了

8月31日 外国人研 究員 ユー ・ホンチェン氏帰国

9月1日 外国人研 究員 サバ ッチ ・エン リコ氏(ス ウ ェーデ ン王国 ・ウプサラ大学地球科学研 究所上級

講師)来 学

9月4日 レクチ ャー 「貝 を調 べる」

9月4日 ～毎週 土曜 日 ・日曜 日(秋 季企 画展示 期間は毎週 日曜 日のみ)レ クチ ャー 「見 て さわって感 じる

自然科学 ・科学技術一大学院生 とい っ しょに最先端の研 究にふれよ う一」

9月18日 レクチ ャー ・シ リーズno.24「 植物 を求 めて中国秘境探検 」

9月25日 レクチ ャー ・シリーズno.25「 南極 か ら見た地球環境」
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9月29日 平成16年 秋 季企画展 「新世紀 を創 る一京都 大学 の工学 と貴重技術史資料 一」 開催

10月8日 第83回 教 員会議

10月9日 ・16日 ・23日 ・30日 第16回 公開講座

10月9日 レクチ ャー ・シリーズno.26(前 半)「 碩学,貝 を語 る カキの生活 と進化 二枚貝の形の意味」

10月10日 レクチ ャー ・シリーズno.26(後 半)「 碩 学,貝 を語 る 日本の浅海 貝類群 の起源」

10月16日 レクチ ャー ・シリーズno.27「 鳴 き声 で野生のジュゴンを探 そう!」

10月24日 おや じの会 フォー ラム 「大文字 山の如意寺 について」 「大文字 山の地質について」

10月30日 シニア学 習教室 「貴屓貝介?大 人の ための二枚貝教室」

10月31日 おや じの会 フォーラム 「大文字山の如意 ヶ岳城 と中尾城 につい て」 「大文字 山の動物 につ いて」

11月6日 ・7日 「京の博物館 合同企画展 ミュージアム ロー ド2004」

11月12日 第84回 教員会議

11月13日 レクチ ャー ・シ リーズno.28「 イルカの音 の世界」

11月30日 外 国人研究員 サバ ッチ ・エン リコ氏帰国

12月1日 外 国人研究員 リ ・ゼソク氏(大 韓 民国 ・高麗大学 日本 学研究所研究助教授)来 学

12月4日 レクチ ャー ・シ リーズno.29「 日本 のカエル」

12月10日 第85回 教員会議

12月12日 レクチ ャー ・シ リーズno.30「 貝の考古学」

12月25日 ・26日 「第1回 ミクロワール ドサ イエ ンス ショー」 「自然史 ガイ ドツアー」

12月26日 平成16年 秋季企画展 「新世紀 を創 る一京都大学の工学 と貴重技術史資料一」終了
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